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           一 般 質 問 通 告 表 
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保育料の無償化又は、軽減化について 
２６年度から県の子育て支援事業を活用し、日野町の子育

て支援及び若者定住の目玉政策にするべきと思います。現

状を考えた時、他町村に先駆け今こそ県の支援を受けなが

らさらなる子育て支援の充実を図り日野町の町づくりに繋げ

ていく必要があると考えます。 

 

今後、保育料の無償化の考えはないか、あるいは、軽減化

の考えはないか、町長の考えをお聞きします。 

 

日野町農業振興のー環として鈴原餅の、生産拡大と

ブランド化について 
国の農業政策、転換期をむかえ減反政策の変更(補助金

の削減など)今後の米作りを考えた場合、耕作放棄地の増加

が予想される。担い手の方や各地域の農家の方が付加価値

のある米作りし、少しでも収入が増えるよう支援していく農業

政策を推進すべきだと思う。 

 

鈴原餅の生産拡大を目指し、町、農協、生産者との連携を

図り生産計画から販売計画まで立案し、日野町のブランドと

して育て農業振興の起爆剤にしてはどうか。 

 

鵜の池の町有地を、芝生化してはどうか。 
現在、未整備の町有地（２．２ｈａの土地）を利用し、町民の

憩の場として位置づけ、元気な町づくりの基礎となる健康増

進、体力づくりの推進につながる場所とし、子どもからお年寄

りに至る町民が有効に活用出来る場を作る。 
 

町有地の有効な活用を考える気持ちがないか、町長の考

えをお聞かせ願いたい。 
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 松本 利秋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．施政方針と将来展望について 
景山町長は、無投票で３期目の町政を担われることになり

ました。 

 

(１) 最初に、就任にあたっての抱負・ビジョンをお聞かせくださ

い。 

 

(２) 町財政推計(平成 32 年まで)はされていますが、計画があり

ません。これに合わせて中・長期計画を策定し、まちづくりを 

  進める必要はありませんか。 

 

施政方針では、子育て支援や若者の定住促進、高齢化に

対応するための医療と保健、福祉の連携を図ることを重点施

策として、安心安全で住みやすいまちづくりを推進すると述

べられています。 

 

(１) 施政方針で、現在の施策の充実を図るとともに新たな発想

の下で、次期の町政を担いたい。とありますが、新たな発想

とはなんですか。 

 

(２) 少子化対策については、保育料の若干の軽減策を 6 月を

めどに取り組みたいとのことです。(一方、県は、子育て支援

策の一環として、保育料の半額補助を打ち出されました。) 

このようなこともありますので、思い切って保育料の無料

化に踏み切られませんか。 

 

(３) 安心・安全なまちづくりを推進するために日野町地域防災

計画(風水害編、震災対策編)を策定されました。その中

で、自助･共助の強化策で、隣近所の助け合い、いわゆる

自主防災活動育成支援を図るとされていますが、具体策

はなんですか。 

また、これだけ大きな計画をされた以上、住民への浸透

策(実施計画・マニュアル)が必要ではありませんか。 

 

(４) 水防で、板井原川の氾濫で根雨まち部への流入を心配し

ていました。幸いに 26 年度から県が工事を実施。その説

明会が持たれたようですが、町はどのような方法で町民に

理解と協力を求められますか。 

 
 

 

 

 
 
 
 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．職員体制について 
教育委員会事務局の指導主事の配置については、４年

前、必要とされ設置を見ました。 

特に保小中一貫教育の取り組みに、成果があったと思い

ます。 

ところが 25 年度は教育課長の兼務でありました。26 年度

は、指導主事の予算は組まれてはいますが…。 

 

(１) 指導主事配置の考え方は。 

また、26 年度も課長職との兼務であるとするならば、その

職務が十分に果たされるのでしょうか。 
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竹永 明文 

 
 

 
教育環境整備について 

少子化が進む中、学力向上やいじめ、不登校の問題など

教育を取り巻く課題が多様化する中で、教育委員会や学校

には、多様な課題へのスピード感を持った適切な対応が期

待されている。 

   そうした中、単独の町村では、行政組織の規模も小さく、取

り組みには限界がある。 

   複数町村で、情報交換等を行い、高め合う動きもみられ

る。※広域連携（教育委員会の共同設置） 

 

１．小学校の統合についてはどのように考えているか。 

 

２．（単県事業） 

チャレンジする市町村を応援する教育交付金の活用につ

いて、どのように考えているのか。 

 

環境衛生について 
地域の公衆衛生及び環境の向上を図るための公共下水

道事業・農業集落排水事業・合併処理浄化槽の設置の現状

と今後の運営について 

 

１．合併浄化槽の管理運営を町がする考えはないか。 
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小谷 博徳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
施政方針について 

１期目 財政再建。 

２期目 財政健全化。 

３月定例会の冒頭3期目に向けた、町長の施政方針が述

べられた。 

    大まかに分析すると、 

1.子育て支援策 

2.若者定住策 

3.医療と保健・福祉の連携と、3 点を重要課題と位置付けら

れている。 

いずれも少子高齢化は、本町の現在から未来に向けて

避けて通れない喫緊の課題である。これらの課題にどういう

肉付けをして、どういう行程で、政策実現に結び付けていく

のか。 

 

1. 施政方針で述べられた、重要課題である子育て支援、若者

定住・医療保健福祉の連携は、3 期目 4 年間の目標と理解

している。26 年度予算にこれらをどう反映し、新たにどのよう

な政策展開がなされるのか。 

 

2. 若者定住策に関連して、地域おこし協力隊が予算化されて

いる。 

① 今後の導入計画と活動展開を聞きたい。 

 

② 協力隊の宿舎と空家登録の状況は。 

 

③ 3 年後の定住化に向けて、行政が出来る支援策は考え

ているか。 
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 佐々木 求 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施政方針について、具体的に問う。 
１．財政の健全化のため「我慢」を押し付けてきたが、町民グ

ループによる取り組みが盛んになり、成果も現れている。 

 

「自分たちの出来ることは自分たちでしよう」という住民の取り

組みの具体的な内容と、教訓をどう見ており、今後にどういう分

野に何を求めていくのか。 

 

２．保健、医療、介護、生活支援など、地域の様々な仕組み

や資源を総動員し、円滑に支援サービスが提供できるような体

制を整えることが必要。 

 

①「体制」の不備、又は弱点は何（どこ）にあると考えているの

か。 

 

②「地域の環境づくり、支援体制の構築」をするとし、「病院、

施設、事業所を大切に守っていく意識を高め、まちづくりを推

進する」と言われる具体的な中身は何を考えておられるの

か。 

 

③住民の施設等利用促進に具体的に求められているのは何

か、又具体的手立てをどのように考えているか。 

 

３．公共事業について 

緊急性、安全性を考慮し橋梁の延命化、道路の改良等。 

 

①今後考えられるライフラインの老朽化に伴う事業や、整備

等又大規模災害対応の事業などは、大きな投資を伴うと考え

ているが、どういう認識と考えでおられるのか。 

 

②財政危機に至った経過を教訓にするなら、不要、不急なも

のを極力避けながら、安心・安全の町づくりと、災害に強い町

づくりを急ぐことが求められているのではないか。町長の認識

はどうか。 
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 梅林 智子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日野町防災計画について 
原発事故を想定した日野町防災計画について、３０キロ圏内

（upz）で想定されているが、この計画が万全か甚だ疑問です。

電力供給のために命をかけろと強いるなら、再稼働に向かう前

に、責任の所在を明確にし、町民の安全を保障し、安心を約束

すべきではないか。 

どんなに素晴らしい日野町を作りあげても、全てを失う可能

性がある。 

 

１）中国電力に災害協定を結ぶよう迫る考えはないのか。 

  

２）町民の広域避難計画をどう考えるのか。 

 

３）素案の想定では、島根県から４８０人の避難者を受け入れ

るとなっているが、受け入れ準備はしたのか。 

 

４）受け入れの際、女性・妊産婦・子ども・障がいのある方・高

齢者への配慮はできているか。 

 

５）日野町内の病院・介護施設・保育所ごとに対策をとるべき

と考えるが、計画はできているのか。 

 

６）原子力防災教育について、実施計画はどこまでできたか。 

 

 

保育料の無料実施 
県が実施を発表した保育料の無料化について、子育ての世

代の親たちは切望している。 

 

１）無料化をするか否か。 

２）するとすれば、いつから。 

３）財源はどう確保され、保護者負担はどうなるのか 

 

新たな決意で向かう町政 
身内不祥事に甘いと厳しい批判を受けたが、起訴・公判を待

つ心境を問う。 

前会計管理者の事件について、原因動機など町長はどのよう

に把握し、どのような反省をされたのか。 
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 安達 幸博 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
施政方針から見る 3 期目の町政 

2 期 8 年は、財政健全化のための町運営だったと思います。 

当初予算は、骨格予算であり、政策的な事業を読み取ること

も出来ません。 

町長選挙に対しての公約を実現するための具体的政策や手

法がわかりにくいので尋ね、合わせて、本町の積み残された課

題を聞きながら日野町を住みよい町にしたいと思います。 

また、給食センター調理業務委託、根雨社会体育館利用停

止、公共交通提言など、政策を事業化・実現化するためのプロ

セスが、急速的で情報の共有に欠ける懸念があると感じていま

す。 
 

①政策的事業は、補正で対応するとのことですが、具体的

に事業を示して頂きたい。 

 

②昨年の当初予算で、日野町ビジョンに照らして編成して

いるかと尋ねたところ、新しい視点と答えています。 

本年は、その視点で編成していますか。 

 

③政策を事業化・実現化するためのプロセスを質す。 

 

④国の政策が大きく変わる医療・介護、教育、農業につい

て本町の体制づくりを伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


